






























































　当社は鋳造業で使用される「中子」製造業として経営してきました。中子とは鋳物製品の中の空洞部分
を作るもの。砂を樹脂で固め空洞になる形状を作り、その中子を鋳型の中に嵌め込み、そこへ溶けた鉄を
流し込む事で、樹脂が解けて砂に戻り、鋳物の空洞を作ります。
　鋳造業からの廃棄砂を、中子成型技術によって有効に使えないかと商品開発に取組み、自社ブランド
「Su-Na（スーナ）」を立ち上げました。今回ご支援いただいた近畿圏での販路開拓コーディネート事業で
は「Su-Na」の販路開拓とともに当社成型技術のPRや、消費者ニーズを収集できる企業様とのマッチング
により、当社が向かっていく方向性が鮮明になり、とても感謝しています。今回の貴重な経験や情報を活か
して、新たな挑戦をしながら、成長していきたいと考えています。
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活動の結果

　訪問企業からは、トレンドには合致せず、デザイン性、オリ
ジナリティ性、価格面での厳しい評価を受けた。反面、当該ジ
ャンルの製品は、東南アジア等で製造され、ロット、納期、輸
送コスト（破損リスク含む）、製造にあたり細かなニュアンス
の共有や精緻なモノづくり面で課題がある事がわかった。
　また当社が保有する三河地域でのモノづくりネットワーク
と、自然素材（砂）に対する高評価を受け、3社ともに大きな
期待感を持っていただいた。
　その結果、園芸小売からは和テイストの水槽内の偽岩な
ど、造園会社からは防草ジャリやブロックなど、植木鉢商社
からはアンティーク風植木鉢、溶岩風植木鉢などのアイデア
提案があった。

支援終了後の取組み

　アイデア提案に対し一定水準のモノは作られたが、色合い
や形状の再現性に課題がある事がわかり、高浜市の瓦生産
業者に相談しながら改良に取組んでいる。
　また製造面の知見を有する人材を非常勤で雇用し、製造
ノウハウの蓄積を注力できる体制作りを進めており、製品水
準に到達次第、訪問活動を再開したいと考えている。

今後の取り組みと展望

　今回の販路開拓コーディネート事業では、経営者の問題
意識の強さと3名の販路コーディネーターの案件に対する深
い理解に基づく適切なターゲットの抽出が功を奏することと
なった。
　また伴社長には自社の商品力不足に対する自覚が芽生え、
デザインが否定的な評価であっても落胆する事無く前向き
にヒントを掴もうとする姿勢が企業の好感を得て、助言レベ
ルにとどまらず具体的ビジネスに関する示唆もあった。
　さらに現在のSu-Na事業は、当社がデザインと製造の両
方を行なうが、今後は発注企業がデザインし、当社は造形に
特化するという方向性が明確になった。
　伴社長は｢今回の支援では、自社でデザインまで考えて提
案する事に加え、提案してもらったものを作ることの重要性
を認識できた。また三河のものづくりに対する信頼が厚い事
が分かった事も成果だった。｣という感想があり、今後は、試
作品を完成し、販路開拓コーディネート事業で関係ができ
た企業への訪問を繰り返しつつ、PDCAを回し続ける事が、
五年後の事業化（目標売上高は年間1億円）に向けたポイン
トと考えている。
　当社は、環境や地域貢献を意識したCSR経営を行なって
おり、伴社長は、Su-Naの事業化は、西尾地区の鋳物業界の
発展や地域活性化に寄与するものと考え取組みを加速する
決意である。
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「 私たちが 、皆 様のご相 談をお 待ちしております。」
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About Us
中小機構は、中小企業政策全般にわたる国の総合的な実施機関です。
成長ステージに合わせた多様な支援メニューで企業の成長を応援します。

＜概要＞

名　　称：独立行政法人中小企業基盤整備機構（略称：中小機構）

Organization for Small & Medium Enterprises and Regional Innovation, Japan
根 拠 法：独立行政法人中小企業基盤整備機構法（平成14年12月　法律第147号）
主務大臣：経済産業省（一部業務は財務省と共管）

主な事業拠点

独立行政法人 中小企業基盤整備機構 
中部本部  経営支援部  経営支援課
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